平成24年度　日本OP協会臨時総会議事録
開催日時：平成25年1月27日（日）10:00　～　11:15
開催場所: 株式会社フォーシーズ　　9階　大会議室
総会出席理事：国見副会長、占部副会長、矢野理事長、河内副理事長、濱本理事、
榊原理事、田中理事、花田理事、岡田理事、須河内理事、富沢理事、荒川理事
総会出席監事：秋山監事
審議に先立ち榊原理事（OP協会）より評議員総数47名に対し、出席評議員数30名（内委任状23名）でOP協会規約（第21条 – 1、総会の定足数及び議決方法）を満たしており本総会が成立したことが報告された。
尚、OP協会会長が所用で出席できなくなったため、国見副会長が議長に選任され、議事録作成をOP協会事務局　榊原和久、署名人を山下弘雄氏（藤沢市青少年セーリングクラブ・東日本）及び小泉周三氏（光セーリングクラブ・西日本）として審議に入った。
議題1　　2012年度　修正予算案について
＜結論＞　2012年度　修正予算案に関して評議員一同了承した。
　（議事詳細）
(1)
修正予算案について、以下の補足があった。
①　次期繰越金の500万円をＩＯＤＡアジア選手権の会計に組み入れたい。現在、各方面に協賛をうごいているが、芳しくない。ＩＯＤＡアジア選手権が終了後収支を明確にし、一般会計にもどせるものはもどしたい。
②　中間会計報告でさかのぼるが、現状の一般会計の現状を記載している。800万円が次期繰り越しになる、上期の支出をここに記載しているが、東西選手権、全日本が終了し、これからは海外遠征のプレエントリー、ＮＴ選考以外の大きな支出はない、500万円をいったんアジア会計に移すことは可能である。来年度会計で余剰金が出次第、臨時収入という形で会計に組み入れたい。
③　ＩＯＤＡアジア選手権開催にあたり、参加選手１名あたり600$のエントリーフィーではまかないきれない状況である。メインスポンサーからの協賛金、物品の提供をおねがいして赤字幅を小さくしたいと計画しているが、仮払いの支出も必要な状況である。
④　ＩＯＤＡアジア選手権は、１０年に１回は日本で開催する必要があり、過去からもこれを見越して一般会計に積み立ててきたものである。その一部を取り崩す形にしたいとおもっている
議題２　　定例総会の開催時期について
＜結論＞　定例総会の開催時期について、次年度は全日本開催が11月となることから特例として会計及び事業年度終了後の８か月後の11月に開催することとなった。特に質疑は無く、評議員一同承認した。
以上
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山下弘雄（藤沢市青少年セーリングクラブ・東日本）
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小泉周三（光セーリングクラブ・西日本）
　　小泉　周三　　　　
